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過去に学び、未来に繋ぐ（新しい防災対策の考え方）
『都市防災ハンドブック』が展開する多様な発想

1. 多様な発想の大切さ
 1923年9月1日に起きた関東大震災から100年が経つ。
「災害の時代」と言われた平成には、阪神・淡路大震災、

東日本大震災、熊本地震、台風や豪雨による風水害や土砂
災害が相次ぎ、その度に日本の災害に対する防災力が問わ
れてきた。そして、その度に、我々は多くの議論を重ねてき
た。この書籍出版の契機となった勉強会「これからの日本
を考える会」（表-2）では、官・民・学、様々な立場の方々が集
まり、様々な視点から多様な意見が交換された。多様性は、
予測のできない災害の対策を議論する上で大切なポイント
である。
多様性を阻害する縦割りの弊害は、ある限られた人達だ

けが排他的に、小さな集団の中だけで情報を共有し、事を
決めていくことから生じる。

2. 縦割りを超えた体制作り
地球温暖化や気候変動による水害、土砂災害、大規模

地震、火山噴火など、令和もまた、災害を避けることはでき
ない時代となるであろう。我々は、これから起こり得る想定
を超えた不測の事態に備えて、いかなる事態にも迅速に、そ
して柔軟に対応できる体制を整えておかねばならない。
2011年(平成23年)3月11日の東日本大震災は、自然が

牙をむいた時の恐ろしさを如実に見せつけた。津波の黒い
波が襲いかかる映像は、今でも瞼の奥にある。約2万人に
上る死者、行方不明者は、関東大震災に次ぎ、1896年(明
治29)の三陸大津波と並ぶ多さであるが、2万人と一くくりに
言うのではなく、”1人1人が2万人”と捉えるべきであろう。
悲劇を繰り返さないために大切なこと、それは国を挙げて

『人の命を守る』という一つの思いへの覚悟であろう。この
思いを形にするには、従来の組織の壁を越えた対応が必要
だと痛切に感じる。
縦割りの弊害は、事前防災・災害対応のみならず、時に

災害復興にまで影響を及ぼす。
行政、地方自治体、民間、それぞれが切実な思いを持っ

て防災対策にあたっている。非常事態の際にはそれらを一
本にまとめて、より大きい目標に向かって一体となって動け
るような体制が求められる。災害大国と言われる日本だか
らこそできることである。

同じことが国際協力においても言える。災害時の国際的
な協力の体制づくりについても今後積極的に関わっていく
必要がある。
天災、人災を問わず、どのような災害にも共通して通用す

る仕組み作りが必要となる。更に踏み込んだ非常時のため
の法改正等も必要なのではないだろうかと考える。

3. 「都市防災ハンドブック」
都市災害というのが全国的な問題であるということは、各
地での災害事例で証明されている。
 全国に拡がるゼロメートル地帯への対策、未完の流域治
水、後背の急峻な崖地への対策、地下街・地下鉄への浸水
対策、インフラの整備等、都市が抱える多種多様な課題へ
の対策が求められている。
治水事業を行政区分から流域概念に展開する発想も議論

が緒に就いた段階で、具体的な対応は今後の課題である。
予測のできない災害対応、その段階・地点で手配が可能

な機械や人員での対処に、効率化の概念を注入するため
の、例えばDX、ICT、BCP、更には、IoTやAIといった新し
い概念の導入も求められている。
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図ー1　都市防災ハンドブック
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また、本書中の「災害情報の網羅性と機関連繋の構築」
節では、災害時に求められる情報の共有に関し、既存の情
報体系下での情報共有の手法が提言されている。
その他、過去の災害からの教訓、災害リスクと予知、「相
転移」を活用した被害最小化、BCP策定、地下街、地下鉄、
低地河川、下水道、ライフラインの防災対策、火災対策、気
候変動への対応、災害廃棄物の処理、災害対応建機、ロボッ
トの活用、情報通信網の整備、現場体制・支援体制の整備、
事前復興への取り組み、国際標準化等、国土を災害から守
る、等々、被害を少なくする為の諸作が網羅的に提示され
ている。
縦割り行政の打破を待たずに、人の命を守ることを最優

先した現実的な策が、今、求められている。

4. おわりに
人の繋がり、人の思いというものはとても大切である。思

いが繋がり、世界が広がり、よりよい社会ができる。偶然の
重なりは必然であると考える。皆の思いが重なり、階段を上
がり、一つのエネルギーとなって未来を変えていく。本書は
スタートの為の書籍である。これが突破口を作り、日本の
課題とこれからの日本の未来について共に考える為の1冊
となるであろう。
この書籍は問題提起型とし、それぞれの思うところを自由
に述べるとともに、それを閉じることなく、どんどんと意見を
加えて、多様な人が多様な角度から議論を重ねて行くという
方式で広げていきたい。出来るだけ開けた議論を次世代に
引継いでいきたい。そういう意味で、議論には終わりがない
という認識である。

これは、新しい一つの挑戦である。
是非、この書籍を開き、皆さんの議論を広げていってほしい。
皆さんの自由で多様な意見が新たな偶然を生み出し、縦
割りの社会を打破し、「人の命を守る」というという一つの重
要な課題に一団となって立ち向かうことができるようになる
のだと思う。

表ー1　「都市防災ハンドブック」主要目次

表ー2　「これからの日本を考える会」を振り返る（研究会議題抜粋）


